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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生，舌できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月 1日



2
月

6
日
・
7
日
、
「
夢
」
を
テ

ー
マ
に
第
凶
固
い
ま
か
ね
雪
ま
つ

り
が
ふ
れ
あ
い
広
場
で
賑
や
か
に

開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ

ク
ラ

l
の
滑
り
台
な
ど
大
小
様
々

な
初
基
の
雪
像
は
、
職
場
や
団
体

な
ど
が
参
加
し
て
見
事
に
作
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
今
金
高
等
養
総
学

校
の
ミ
ッ
キ

l
マ
ウ
ス
の
滑
り
台

が
開
会
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ポ
ス
タ

ー
製
作
者
に
記
念
品
の
贈
皇
、
雪

像
の
引
波
し
、
交
通
安
全
協
会
と

ス
タ
ン
プ
会
に
よ
る
振
る
舞
い
も

ち
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
恒
例
と
な

っ
て
い
る
花
火
大
会
も
実
施
さ
れ

夜
空
を
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
両
日
に
わ
た
り
雪
ま
つ
り
実

行
委
員
に
よ
る
自
主
制
作
ア
ン
パ

ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
タ
ロ

l
シ
ョ

ー
、
大
道
芸
、
演
歌
シ
ョ
ー
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
ゃ
会
場
に
訪
れ
た
大

勢
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

7
日
に
は
、
第

3
回
平
成
雪
合

戦
姶
山
大
会
(
国
際
大
会
予
選
)

が
今
年
か
ら
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行

わ
れ
、
槍
山
管
内
か
ら
は
山
チ
l
ム

が
予
選
リ
ー
グ
を
競
っ
て
い
ま
し

た
。
雪
玉
が
な
く
な
り
、
最
後
の

勝
負
で
フ
ラ
ッ
グ
取
り
に
行
き
迎

撃
さ
れ
た
り
、
見
物
人
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大
会
出

場
を
手
に
し
た
の
は
、
優
勝
し
た

北
槍
山
町
の
「
役
場
野
球
部
」
、
準

優
勝
し
た
今
金
消
防
の
「
火
の
用

心
」
チ

l
ム
で
し
た
。

相
撲
漫
談
仲

一
也
さ
ん

〕内ノ』〔

子どもたちと一緒に
伊藤飽寛さんミニコ ンサート

平成11年第 1 回定例会を傍聴しましょう。会期は3月 8 日 ~19日を予定しています。

• 

t 

• 

大
道
芸
人

「J
N

」
さ
ん• • 

杉
森
か
お
り
さ
ん
ス
テ
ー
ジ

自主企画・アンパンマンショー

『チョー」人気
今金高等養護学校

すべり台

タgj

，， " 

コリドール交流ネットワーク「ぬくたまらりー」応募期日せまる f応募期日3月15日まで
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快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
を
図
っ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
町
長
は
、
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
外
に
出

て
雪
と
遊
び
雪
と
親
し
む
た
め
に

地
域
と
共
に
応
援
し
た
い
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。

北
海
道
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
と

は
、
北
国
ら
し
い
個
性
豊
か
で
潤

い
や
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
民
間

の
団
体
も
し
く
は
個
人
又
は
地
方

公
共
団
体
に
、
知
事
が
感
謝
状
を

贈
り
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

t 

地道恕選挙管理活動が認められ
槍山支所信表彰を受賞

1
月
お
目
、
厚
沢
部
町
で
行
わ

れ
た
受
彰
式
で
金
原
在
住
の
中
野

キ
ヌ
子
さ
ん
が
道
選
挙
管
理
委
員

会
長
尾
槍
山
支
所
長
(
槍
山
支
庁

長
)
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。中

野
さ
ん
は
、
昭
和
白
年
2

月
か
ら
今
金
町
選
挙
管
理
委
員

を
経
て
平
成
7
年
ロ
月
に
は
、

委
員
長
職
務
代
理
者
と
し
て
活

躍
し
、
以
来
日
年
4
カ
月
に
わ

た
り
各
選
挙
の
管
理
執
行
、
公

職
選
挙
法
の
普
及
、
啓
発
に
努

め
、
昨
年
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
で
は
円
滑
な
管
理
執
行
を

キヌ子さん中野

伊臆綱義民

正穴位授与される

(故)

• • 
第
叩
国
道
民
ス
ポ
ー
ツ

槍
山
各
季
大
会
開
催
さ
れ
否

2
月
比
目
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
ス
キ

l
場
で
道
民
ス
ポ
ー
ツ
檎

山
冬
季
大
会
が
関
か
れ
槍
山
管
内

か
ら

8
町
が
参
加
し
選
手
達
は
ス

ピ
ー
ド
と
技
を
競
い
合
い
ま
し

た。
大
回
転
競
技
は
各
町
か
ら
選
ば

れ
た
1
2
0
名
余
り
が
学
年
や
年

齢
な
ど
日
種
目
に
分
れ
日
ご
ろ
の

練
習
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
、
初

め
て
の
小
学
生
に
よ
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
今
金
中
学
校
の
坂

図
る
た
め
、
町
独
自
の
選
挙
公
報

の
発
行
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な

ど
選
挙
啓
発
に
地
道
な
努
力
を
重

ね
た
功
績
が
認
め
ら
れ
こ
の
度
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

環蹟問題を考える

ラ霊園I合同目I民学級ラ霊いきいき学園講演会

本
良
平
君
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
記

録
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
種
目
別
の
成
績
を
紹
介

し
ま
す
。
(
本
町
の
み
・
敬
省
略
)

す
小
学
生
女
子

(3
・
4
年
)

1
位

中

野

茜

(
l
分
叩
秒
げ
)

女
小
学
生
男
子

(3
・
4
年
)

-

位

伊

藤

達

哉

(
関
秒

μ)

2
位

杉

林

由

悠

す
小
学
生
男
子

(
5
・
6
年
)

3
位

杉

林

規

立員
• • 町

、
町
教
委
、
北
海
道
衛
生
団

体
連
合
会
共
催
で

1
月
剖
目
、
町

民
セ
ン
タ
ー
で
環
境
を
テ

l
マ
に

講
義
・
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、
町

民
1
2
0
人
あ
ま
り
が
出
席
し
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
櫓
山
支
庁
環
境
保

全
係
長
北
村
敏
夫
さ
ん
が
「
管
内
に

お
け
る
環
境
問
題
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
、
道
に
届
出
が
必
要

な
業
種
な
ど
の
説
明
や
今
後
家
庭

で
発
生
す
る
ご
み
処
理
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
北
海
道
中
ひ
ざ
く
り
げ
で

初
代
旅
人
と
し
て
地
域
を
巡
り
、

ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え
ハ
ン
デ
キ
ャ

ッ
プ
ス
キ
1
で
前
走
を
努
め
る

加
藤
俊
治
さ
ん? 

明、

金

ベス トタイムを記録した
坂本良平君

平
成

ω年
日
月
刊
日
日
に
ご
逝
去

さ
れ
た
元
今
金
町
森
林
組
合
長
伊

藤
綱
義
氏
に
国
の
栄
典
の
ひ
と
つ

で
あ
る
叙
位
叙
勲
の
正
六
位
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
1
日
に
長
尾
槍
山
支
庁
長

か
ら
ご
遺
族
の
伊
藤
修
史
郎
さ
ん

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
今

金
町
森
林
組
合
長
、
北
海
道
森
林

組
合
連
合
会
理
事
な
ど
を
務
め
ら

れ
林
業
の
振
興
発
展
に
多
大
な
功

績
が
認
め
ら
れ
平
成
2
年
2
月
初

日
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

t 

背
中
学
生
女
子

1
位

中

野

い

づ

み

(
l
分
∞
秒
幻
)

古

一
般

(
刊
歳
以
上
印
歳
未
満
)

1
位

小

林

実

(
日
秒
叩
)

3
位

坂

本

久

光

安
男
子

(
鈎
歳
以
上

ω歳
未
満
)

3
位

小

西

規

之

背
中
学
生
男
子

ー

位

坂

本

良

54 lli 
秒 7

11 

現
在
北
海
道
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

な
ど
環
境
の
分
野
で
幅
広
く
活
躍

し
て
い
る
藤
井
栄
也
(
ま
さ
や
)

さ
ん
が
「
環
境
を
守
る
私
達
の
取

り
組
み
」
と
題
し
ご
み
の
分
別
を

こ
ま
か
く
す
る
こ
と
に
よ
り

一
人

ひ
と
り
が
出
す
ゴ
ミ
の
量
が
減

る
。
地
域
活
動
と
し
て
は
行
政
主

導
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
住
民
の

参
加
が
望
ま
し
い
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。こ

の
ほ
か
に
会
場
で
は
、
リ
ン

グ
プ
ル
の
回
収
や
今
金
高
等
養
護

学
校
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
展
示

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

4

司
篠
井
紫
也
さ
ん
に
よ
る
講
演

(4) 

会期以δ月 8 日 ~19日を予定していま平成11年第 1固定例会を傍聴しましょう
(5) 

コリドール交流ネットワーク「ぬくたまらりーJ応募期日せまる f応募期日 3月15日まで
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を

付交・

し
ま
す。

ノ4

地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
た
め

に
『
地
域
振
興
券
』
が
交
付
さ
れ

ま
す
。『

交
付
対
象
要
件
』
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

印

鑑

・
必
要
書
類
を
持
参
?
っ
ぇ、

申
請
し
て
下
さ
い。

1

目

的

①
若
い
親
の
層
の
子
育
て
を
支

援
す
る
。

②
老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者

や
所
得
が
低
い
高
齢
者
層
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
。

③
個
人
消
費
の
喚
起

・
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
り
地
域
振
興

に
資
す
る
。

2

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

(
代
理
申
請
の
場
合
は

代
理
者
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。
)

②
健
康
保
険
証
文
は
運
転
免
許
証

(代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
者
の

健
康
保
険
証
文
は
運
転
免
許
証
も

「
ト
イ
レ
で
排
池
」
、

の
定
め
巴
!

先
月
は
、

「使
総
か
ら
の
立
ち

上
が
り
が
大
変
な
場
合
」
の
便
利

な
用
具
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今

月
は
「
手
す
り
の
設
置
や
杖
な
ど

を
利
用
し
て
も
ト
イ
レ
ま
で
の
移

動
が
大
変
な
場
合
」
の
便
利
な
用

具
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
が
大
変
な

場
合
に
は
オ
ム
ツ
や
パ
ッ
ド
を
思

い
浮
か
べ
る
前
に
ト
イ
レ
が
利
用

者
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
ら
ど
う

か
を
最
初
に
考
え
て
下
さ
い
。

-
押
し
入
れ
ト
イ
レ
ル
ム

押
し
入
れ

l
畳
分
の
ス
ペ
ー
ス

に
腰
掛
け
式
水
洗
ト
イ
レ
、
手
洗

い
、
手
す
り
、
換
気
扇
、
給
排
水

装
置
、

3
枚
引
き
戸
、
照
明
を
セ

ッ
ト
し
た
ユ

ニ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で

す
。
値
段
は

ω万
円
位
か
ら
で
、

工
事
代
金
は
別
で
す
。

-
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
に
は
大
き

く
分
け
る
と

4
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

A

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
型

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
型
は
あ
ち
ら
こ

必
要
で
す
。)

③
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方
は
そ

の
証
書

3

使
用
で
き
る
範
囲

今
金
町
内

の
小
売
応
、

応
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
底
、

容
院
、
薬
局、

飲
食

理

・
美

燃
料
、

旅
館
、

ク
シ

l
、
病
院
等
で
す
。
(
登
録
さ

れ
た
商
庖
等
に
限
る
。
)

4

使
用
で
き
な
い
範
囲

公
共
料
金
、
税
金
、
郵
便
切
手
、

商
品
券
等
消
費
に
つ
な
が
ら
な
い

も
の
。

， 

(. <. 

「
自
立
し
定
排
池
」

(。ハート
2
)

ち
ら
で
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
値
段
も
八
千

円

1
一
万
円
位
と
安
い
の
で
す

が
、
安
定
性
が
亜
日
く
、
高
さ
が
お

叩
位
と
低
い
た
め
、
立
ち
上
が
り

に
く
い
の
が
難
点
で
す
。

B

デ
ラ
ッ
ク
ス
型

デ
ラ
ッ
ク
ス
型
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
で
す
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
型
と

の
遠
い
は
肘
掛
け
や
背
も
た
れ
の

部
分
が
付
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

値
段
は

二
万
円

1
三
万
円
位
で

す
。
安
定
性
が
あ
り
、
立
ち
上
が

る
時
に
足
を
引
け
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
お
選
び
下

さ
い
。

C

木
製
椅
子
型

家
具
調
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
一

度
見
る
だ
け
で
は
そ
れ
と
は
わ
か

ら
な
い
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
で

す
、
重
さ
も
あ
り
安
定
性
が
あ
り

ま
す
。
背
も
た
れ
・
肘
掛
け
が
つ

い
て
お
り
、
高
さ
の
調
節
が
で
き

る
た
め
立
ち
上
が
り
ゃ
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
値
段
は
凶
万
円

1
五

万
円
位
で
す
。

5

利
用
期
限

平
成
川
年
3
月
日
日
か
ら
平
成

U
年

9
月
ロ
日
ま
で
。

6

釣

銭

支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

7

申
請
日

3
月
日
日
・

3
月
凶
日
は
町

民
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

3
月
日
日
か
ら
は
役
場
町
民
課

窓
口
で
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

8
.
交
付
対
象
者
及
び
交
付
額

タ

基
準
日

(平
成

日
年

1
月
1

日
)
に
お
け
る
、
日
歳
以
下
の
子

供
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対

し
て
は
、

当
該
日
歳
以
下

+」。
仇
H
N・ν、ンの-」

。

は
す

に
ま

庖
い

録
て

登
つ

の
子
供

一
人
に
つ
き

2
万

円
分
の
地
域
振
興
券
を
、

老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給

者
等
に
対
し
て
は
、

2 
万

円
分
の
地
域
振
興
券
を
そ

れ
ぞ
れ
交
付
い
た
し
ま
す
。

①

日
歳
以
下
の

、
刀
自

nH
O
o

f
w時間
壬
守

p
hυ

年
1
月
2
日
以
降
の
出
生

者
)
の
子
供
を
も
っ
親
の

世
帯
主
宛
に
地
域
振
興
券
引
換
申

請
券
を
郵
送
し
ま
す
。

②
次
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

(地
域
振
興
券
交
付
申
請
書
を
郵

コ
モ
ー
ド
型

コ
モ

l
ド
型
は
足
を
引
く
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
肘
掛
け

・
背

も
た
れ
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
立

ち
上
が
り
が
で
き
ま
す
。
値
段
は

二
万
1
三
万
円
位
で
す
。

選
ぶ
時
の
ポ
イ
ン
ト
、
般
を
掛

け
た
と
き
に
足
の
裏
ま
で
床
に
き

ち
ん
と
つ
く
こ
と
。
便
座
の
大
き

さ
が
お
し
り
に
合
う
こ
と
。
足
を

引
く
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
。
安

定
性
が
あ
る
こ
と
。

身
体
の
状
態

・
生
活
ス
タ
イ
ル
な

ど
に
合
せ
て
納
得
の
い
く
商
品
を

お
選
び
下
さ
い
。
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
本
人
や
ご
家

族
の
希
望
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
ご
本
人
の
身

体
機
能
や
介
説
者
の
身
体
機
能
、

体
力
に
あ
っ
た
用
具
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
用
具
の
給

付
制
度
申
請
手
続
き
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。
(
ご
本
人
の
身

体
機
能
、
所
得
に
よ
っ
て
制
度
を

利
用
で
き
な
い
場
合
等
も
あ
り
ま

す
。
)
各
種
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

の
展
示
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

今
金
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
2
2
7
8
0
 

D 

4
月
よ
り
八
雲
総
合
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
左
記
の
診
療
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ロしM官

婦
人
科
毎
週
一
回

(木
曜
日
〉
午
後
よ
り

4
月
1
日
1

小

児

科

毎

週

二
回

(
水
曜
日
・
金
曜
日
)
午
後
よ
り

4
月
7
日
3

※
な
お
、
小
児
科
に
つ
い
て
は
、

4
月
中
は
木
曜
日
の
み
の
診
療
に
な
り
、

5

月
か
ら
毎
週
二
回
(
水
曜
日
金
曜
日
)
の
診
療
に
な
り
ま
す
。
又
‘
現
在

の
毎
週
(
水
雌
日

・木
曜
日
)
の
診
療
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

支』い。

送
し
ま
す
。
)

老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
-
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当

・
特
別
障
害
児
手
当
・
福

祉
手
当
・
原
爆
被
爆
者
手
当

③
次
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

(
本
人
並
び
に
扶
養
者
に
町
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
と
該
当
し
ま

せ
ん
。
)
(
地
域
振
興
券
交
付
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
。
)

障
害
基
礎
年
金
.
旧
国
民
障
害

年
金

φ
遺
族
基
礎
年
金
.
旧
国

民
・
母
子
・
準
母
子
・
遺
児
年
金

④
生
活
保
護
を
受
げ
て
い
る
方

(
地
域
振
興
券
交
付
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。
)

⑤
社
会
福
祉
施
設
へ
措
凶
入
所
し

て
い
る
方
(
地
域
振
興
券
交
付
申

請
啓
を
郵
送
し
ま
す
。
)

⑥
日
歳
以
上
で
、
か
っ
、
障
害
(
身

体
的
、
精
神
的
)
の
た
め
常
時
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
(
地

域

振

興

券

交

付

申

請

書

を

郵

送
し
ま
す
。
)

⑦
缶
歳
以
上
の
方
(
昭
和

9
年
1

月
l
日
以
前
の
出
生
者
)
全
員
に

地
域
振
興
券
交
付
申
訪
書
を
郵
送

し
ま
す
。
(
た
だ
し
、
本
人
並
び

(. <. 
h
v
A
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
型

4
司

C
木
製
椅
子
型

Fヨー

I 
国

't 

に
扶
養
者
に
町
民
税
が
課
税
さ
れ

(6) 

て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
)

会期は3月 8 日 ~19臼を予定しています。

※
日
歳
以
下
の
子
供
を
も
っ
親
の

世
帯
主
に
は
、

地
域
振
興
券
を
交

付
い
た
し
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
で

地
域
振
興
券
の
交
付
申
請
を
し
た

方
に
は
、
後
日
、
認
定
後
『
地
域

振
興
券
』

を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

平成11年第 1固定例会を傍聴しましょう。

手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
.

員H~l 生まる f 応募期 EI3

h
v
B
デ
ラ
ッ
ク
ス
型

4
司

D
コモ
l
ド
型

応、ぬくた去らりードール:o:r守ネットワーク

〕マt〔



~瀬棚町~ ~北槍山町~ ~八雲町~

安い!うまい!くリつラろッぎクのス時J間きを 町営小牧荘
町蛍の温泉付宿泊研修施設

幸『り温、を泉心味ホわとテかいル、ら きたひやま』で山海の
山狭の出湯そのままの温泉 四季に

だゆったりと温泉につか あわせた料理と心安らく。秘湯が楽し

をリフレッシュしま めます。
口料金

慢性皮脂
大人 大人(中学)中人(11'宇) 小人暖房料

宿泊似10円 日初円 5800円 5110円 310円
暖房料11 月 ~4 月まで
。お問い合わせ八雲町商工観光労政課
B0l376-2 -2111 

3月12日までに保険料200円を添えて 。予約は，町営「おぼこ荘」
お申し込み下さい。 B01376-3 -3123 

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~

手経プに局級素ス詰ッポン鍋yまポぽンんのJ 
.温泉紹介

スーの缶 r< 『国民温泉保養センター』
-温泉熱を利用してス 養殖

広大な貝取澗渓谷の保養i且泉地にを行い、札幌市内の料亭などに生出
荷していたが「熊石の味」として手軽 位置する、身も体もあったかになる

に味わっていただくために缶詰とし 温泉。お風目から眺められる四季折
て商品化した。 々の景色、周辺には遊歩道や公園が
. 1缶400g入り(二人前)で2，000円
あっさり醤油味スープとスッポン肉 あり、大成田Iの大自然を満喫できま

が入っている。水で薄めて野菜など す。

と煮込めば手軽にスッポン鍋が楽し -場所 大成町字貝取澗
める。

-利用料金。お問い合わ廿学習文化センタ ， ~ ー" 【ーー

BOI377 -2 -5757 ひらたない荘 (2-3330) 大人260円・小人50円

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
少年の非行、家出の防止と少年を

暴力から守る活動の強化

]リド-Jl交漏ネットワーワ繭想推車協議2陪報]ーナー

， 

• • 

み

ん

な

広

場

の

今
金
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

給
食
週
間
に
あ
わ
せ
作
文
や
標
語

を
募
集
し
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ

受
賞
さ
れ
た
応
募
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

作
文
の
部

大
金
賞

ん
の
あ
ま
い
の
が
な
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
で
き
ら
い
な
も
の
が
な
く

な
っ
た
の
で
き
ゅ
う
し
ょ

く
は
、

全
部
食
べ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
シ
チ
ュ

ー
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

標
語
の
部

食
金

賞
豊
田
小
6
年

鈴
木

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
ば
さ
ん
へ

花
石
小
4
年

菊
地
知
恵
美
さ
ん

愛
未
さ
ん

.包

・...-

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
ば
さ
ん
、

い
つ
も
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
作
っ
て

く
れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

わ
た
し
が
、
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
も
の
は
、
お
か
ず
で
す
。

わ
た
し
は
前
に
、
に
ん
じ
ん
は
、

す
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

に
ん
じ
ん
の
あ
ま
さ
が
、
い
や

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
き
ゅ
う

し
ょ
く
の
シ
チ
ュ
ー
を
食
べ
て
に

ん
じ
ん
が
す
き
に
な
り
ま
し
た
。

シ
チ
ュ
ー
を
食
べ
る
と
に
ん
じ

「給
食
は
み
ん
な
の
元
気
の
源
だ
」

食
銀

賞
神
丘
小
6
年

井

口

香

さ

ん

『好
き
嫌
い
な
く
し
て

い
つ
で
も
健
康
に
」

カ
銅

賞花
石
小
5
年

鈴
木
め
ぐ
み
さ
ん

「
パ
ク
パ
ク
モ
グ
モ
グ

し
っ
か
り
食
べ
て

じ
よ
う
ぶ
な
体
」

国民年金の保険料は忘れずに

納めましょう。A 
V 

今金中学校文化祭実行委員会(村瀬真由美委員長)

は文化祭で古着などを売ったハザーの収益金を地域

に役立ててと社会福祉協議会長に手渡しました。

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
の

あ
る
却
歳
以
上

ω歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
、
基
礎
年
金
の

給
付
に
必
要
な
費
用
を
公
平
に
負

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
初
歳
か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で
の
刊
年
間
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満

額
の
年
金
(
平
成
叩
年
度
価
格
川

河
万
9
千
5
百
円
)
が
受
け
ら
れ

ま
す
。保

険
料
を
未
納
に
し
て
お
く

A 
V 

A 
V 

A 
V 

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て

は
、
学
校
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
た

気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
飲
酒
、
喫
煙

の
ほ
か
、
刺
激
を
求
め
て
深
夜
外

出
や
家
出
を
す
る
少
年
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
暴
力
団
は
家
出
し
た

少
年
の
心
の
ス
キ
や
弱
み
に
つ
け

込
み
、
甘
い
言
葉
で
自
分
た
ち
の

資
金
源
の
道
具
に
し
よ
う
と
巧
み

に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

ま
た
、
暴
力
団
員
と
知
り
合
い

党
せ
い
剤
を
注
射
さ
れ
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
家
出
は

一
歩

間
違
え
ば
暴
力
団
絡
み
の
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
た
り
、
時
に
は
少
年

自
ら
が
犯
罪
者
に
な
っ
て
し
ま
う

• • 延安のアイドJし たつや

‘小泉 健也ちゃん

(平成8年 4月10日生まれ)
南栄町小泉英也さん、百合子さんの長男
【親から】
すごい人見知りで、はずかしがりや

ウルトラマンが大好きでいつも元気に走
り回っています。
健康で気持ちのやさしい干に育ってほ

しいです。

と
、
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
し

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
に
も

保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

PA--v 

肇王II 

4 
7 

A 
V 

A 
V 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

少
年
の
非
行
防
止
や
少
年
を
暴

力
団
か
ら
守
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
は
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。

す
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
、
少
年
相
談
専
用
電
話

「少

年
相
談
1
1
0
番」

(
0
1
2
0

|
6
7
7
1
1
1
0
番
)
ま
た

は
、
最
寄
の
瞥
察
署
や
交
番
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
北
槍
山
答
察
署

8
4

6

1
1
0
 

.
今
金
交
番

8
2
0
4
3
5
 

-

瑠奈ちゃん

(平成8年12月18日生まれ)
日の出町狭間 裕さん、理加さんの長女
【親から】
こんにちは!ルナです。一番大好きな

のはヒ口 トお兄ちゃん。何から何までお
兄ちゃんと一緒じゃなきゃイヤH

ちょっとわがままな所もあるけれど、
元気いっぱいいつまでも仲良く兄妹でい
てね。

砂狭間

i 俳 句
li 待まバ寝ね旧き湯ゅ吉右灰日
主つスそ友士浴主セ 皿5
3春2停Eびの客?L に
品のにれ柔Eのつ了畑2
5幾Y若2てら会t息苦忘る
輔っき 下げか詰われ ーひ
宅かさ戸こきの 告で筋i
E 鳴怠ざ も手てと」車川

らめ少Eやかぽ 1ZE
話すきし梅品にし苦い

オ卒Zの 自己春は解と り

草 )v 業f卵主和吉字:tJぬ

??期;酒IZ日
と jレ ノ
の
主
旨

E辻阪 伊 芳戸杉今

1 井藤賀沢 本 村
付e知み翠あ慶あ由
主 き井
i子え女え秋い子

利別俳句会

(8) 

コリドール交流ネットワーク「ぬくたまらりー」応募期日せまる f応募期 日 3月15日 ま で

〕9
 

〔



(重点目標)

困困園回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

¥
司
、
t
コ
ーt
士、

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

町
の
歴
史

や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

f

二
|
三
四
八
八

家
庭

や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も

っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま
し

ょ
う
。

社会教育

だより
第268号

外
遊
び
は
元
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

「

雪

だ

る

ま

塾

」

よ

り

1

暦
の
上
で
は
も
う
春
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
雪
の
季
節
は
、
寒
さ
に
め
っ

ぽ
う
強
い
子
供
た
ち
の
世
界
。
雪

ま
み
れ
に
な

っ
て
外
遊
び
に
興
じ

る
姿
に
、
昔
を
思
い
出
す
こ
と
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
月
幻
日

1
m目
、
冬
の
野
外

体
験
事
業

「
い
ま
か
ね
雪
だ
る
ま

塾
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
歓

声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
今
回
は

上
田
茂
さ
ん
(
種
川
)
の
協
力
で
、

‘
 

v.
 

K
 

昨
年
夏
に
復
元
さ

れ
、
多
く
の
人
に
見

て
い
た
eた
い
た
ピ
リ

カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
で
す

が
、
化
石
は
復
元
さ

れ
て
終
わ
り
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
化
石
が
生

物
的
に
ど
の
よ
う
な

特
徴
を
も
ち
、
同
じ

仲
間
の
中
で
ど
の
よ

う
な
年
代
的
位
置
で

あ
る
の
か
を
研
究
す

る
作
業
で
す
。

そ
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
、

沼
田
町
教
育
委
員
会
自
然
史
研
究

室
の
篠
原
腕
学
芸
員
で
す
。
こ

の
た
び
、
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の

研
究
の
た
め
に
来
町
さ
れ
、
2
月

日
日
に
は
「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た

ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
」
と
い
う
趨

で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

之こまでわかっ定!
ピリカカイキ、ュウー

冬
の
必
町
市
品
だ

っ
た
カ
ン
ジ
キ
と

と
も
に
過
ご
し
た
生
活
の
様
子
や

カ
ン
ジ
キ
の
作
り
方
を
伺
い
、
寄

贈
い
た
だ
い
た
カ
ン
ジ
キ
を
実
際

に
履
い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
ド

ッ

ヂ
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。
初

め
て
履
い
た
カ
ン
ジ
キ
に
戸
惑

い
、
中
に
は
目
に
す
る
こ
と
が
初

め
て
の
子
供
も
。
「
雪
の
上
で
も

埋
ま
ら
な
い
ネ
」
「
平
ら
な
所
は

歩
き
ず
ら
い
け
ど
、
ふ
か
ふ
か
の

雪
の
上
は
歩
き
や
す
い
」
な
ど
素

直
に
喜
ぶ
子
供
た
ち
に
は
大
切
な

体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

か
つ
て
の
遊
び
を
思
い
返
す

と
、
竹
と
ん
ぼ

・
凧
上
げ

・
笹
笛

・

笹
舟

・
豆
鉄
砲

・
か
ま
く
ら
づ
く

り

・
雪
合
戦

e
t
c
。
四
季

を
通
じ
て
身
の
回
り
の
物
を
工
夫

し
た
遊
び
の
舞
台
は
も

っ
ぱ
ら
戸

外
で
し
た
。
品
目
遊
び
を
伝
え
、
子

供
た
ち
の
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と

も
私
た
ち
大
人
の
努
め
で
す
。

， 

• • 

た
。
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
は
他
の

化
石
に
比
べ
て
、
首
が
太
い
、
胸

が
広
い
な
ど
の
特
徴
は
あ
る
も
の

の
、
タ
キ
カ
ワ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
(
約

五
百
万
年
前
)
と
ス
テ
ラ

l
カ
イ

ギ
ュ
ウ
(
約
二
百
年
前
)
の
中
間

的
な
位
置
づ
け
が
出
来
そ
う
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

篠
原
さ
ん
は
今
後
、
こ
の
研
究
を

論
文
の
か
た
ち
で
発
表
し
、
世
界

に
広
く
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
を
紹

介
さ
れ
ま
す
。
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ

ウ
は
新
種
の
可
能
性
も
あ
り
、
も

し
新
種
で
あ
れ
ば
、
ピ
リ
カ
あ
る

い
は
イ
マ
カ
ネ
の
名
前
が
化
石
の

名
前
と
し
て
永
遠
に
残
る
こ
と
と

な
り
化
石
の
重
要
度
も
さ
ら
に
糟

し
ま
す
。
篠
原
さ
ん
の
研
究
に
期

る毒~~~毛J鍾⑫

蓄
音
機

〈文化財務訪33)

替
音
機
は
現
在
で

い
う
と

C
Dプ
レ
ー

ヤ
ー
の
よ
う
な
音
を

再
生
さ
せ
る
装
置
で

す
。
初
期
に
は
ロ
ウ

管
式
が
み
ら
れ
、
今

日
の
よ
う
に
デ
ィ
ス

ク
式
に
な
っ
た
の
は

わ
た
し
の
生
涯
学
習

「目
ぽ
近
、
ス
ポ
ー
ツ
は
競
い
合

. 
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ユ
ウ
の

展
示
は
、
休
校
中
の
中
里
小
学
校

に
て
、
4
月
か
ら
ロ
月
ま
で
行
な

呂
町

ω
a
u

明
治
中
期
で
す
。
明
治
、
大
正
年

間
に
は
写
声
器
、
蓄
語
機
、
蘇
言

機
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

蓄
音
機
は
平
円
般
の
タ

l
ン

・

テ
ー
ブ
ル
を
毎
分
花
回
転
で
動
か

す
バ
ネ
モ
ー
タ
ー
と
音
管
(
ア
ー

ム
と
ラ
ッ
パ
)
と
雲
母

の
振
動
板
を
も
っ
サ
ウ

ン
ド

・
ボ
ッ
ク
ス
が
主

要
な
部
分
で
、
針
に
は

鉄
の
ほ
か
竹
製
の
も
の

も
使
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
謡
音
機
と

し
て
は
比
較
的
新
し
い

も
の
で
昭
和

m
i
初
年

代
の
も
の
で
、
町
教
育
委
員
会
で

は
、
こ
の
他
に

3
台
の
蓄
音
機
を

所
蔵
し
、
中
里
小
に
展
示
し
て
い

ま
す
。参

考
文
献
「
北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

(10) 

う
よ
り
、
ふ
れ
あ
う
楽
し
み
と
変

わ
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
意
味
で
歩

く
ス
キ
ー
が
ベ
ス
ト
で
は
」
と
諮

る
安
藤
義
光
さ
ん
(
御
影
)
。

安
藤
さ
ん
は
、

忙
し
い
農
作
業

の
か
た
わ
ら
、
若
い
頃
か
ら
相
撲

な
ど
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の
指
導

を
し
て
お
り
、
初
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

「外
で
遊
ん
で

い
る
子

供
を
見
か
け
な
い
の
は
、
本
当
に

寂
し
い
で
す
ね
。
昔
は
、

外
遊
び

の
中
か
ら
楽
し
み
を
見
つ
け
た
も

の
で
す
。
時
代
の
流
れ
も
あ
っ
て

汗
を
流
す
の
を
知
ら
な
い
子
が
増

• • 
っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
金

・
土

・
日
の

9
時
1

げ
時
で
す
。
学
校
単
位
や
ク
ラ
ス

単
位
で
の
見
学
も
可
能
で
す
。

汐
九
百
由
自
由
母

テ
ニ
ス
を
重
点
に

『
『

『

冬
の
体
力
づ
く
り
と
し
て
、
地

域
の
学
校
体
育
館
を
利
用
し
た
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
体
育
指
導

委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
協
力

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ

を
得
て
、

l
ズ
に
対
応
し
た
出
前
巡
回
指
導

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
チ

バ
レ

l
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
種
目
は
様
々
で
す

が
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
手

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

昨
年
か
ら
普
及
し
て
い
る
『
ミ
ニ

テ
ニ
ス
』
に
重
点
を
お
い
て
指
導

を
し
て
い
ま
す
。金

原

・
美
利
河
の

2

地
域
に
は
道
具
の
貸
し
出
し
を
し

て
お
り
、
盛
ん
に
活
動
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
、

3
月
上
旬
か
ら
下

旬
の
農
閑
期
に
、
八
東
豊
田
・金

原

・
美
利
河
の

4
地
域
で
巡
回
ス

こ
と
し
は
、

ポ
l
ツ
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
他
の
地
域
で
も
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
合
体
育

館

(
2
2
0
2
6
)
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。

こ
の
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

，
/
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は よ なを名 子 回 先 コ り歩間 え
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うえはにあ寄く行れ ( も普手さ残
か が 、大りりスなて 写 に及 軽 ん念
。あ安きま ま キわいtl;ピににはで
る藤なしで lれま)リ努楽 、す
かさ大た 2 大たすにカめし年九

台 らん会。 3会第。も遺てめ齢
i でのに回 O は 9 率跡おるを

l i f.土
日)g首

係
f寸
事
等
の
日
程

第
お
田
町
民
歩
く
ス
キ

の
集
い

ω
∞

ピ

リ
カ
遺
跡
コ

l
ス

7
日
即
サ
ロ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

9
ee∞

総
体

7
日

日

第

7
回
ジ
ュ
ニ
ア
カ

ッ

プ
ス
キ

l
大
会

9

∞

ピ
リ
カ
ス
キ
場

7
日
伯
青
年
婦
人
合
同
文
化
祭

凶

∞

町

民

セ

ン

タ

ー

ω日
休
背
少
年
健
全
育
成
研
修

会

問

∞

町

民

セ

ン

タ
ー

川
凶
日
町
石
井
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

9

∞

総

体

凶
日
間
川
第
刊
回
八
雲
・長
万
部
・

今
金
三
町
対
抗
囲
碁
大
会

9

∞

町
民
セ
ン
タ

ず

)
 

勾
日
明

郵
便
局
年
金
友
の
会
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
0

∞
総
合
体
育
館

明
日
日
開
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
こ
ま
で
わ
か

っ
た
ピ

0

6

n
U
 

可

i

n
U

E 

リ
カ
遺
跡
」

教
育
委
員
会

脅

4
R
M
-

i
日
休

町
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会

総

会

問

∞

総

体

〕-1
 

〔
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臨
時
事
務
職
員
を
募
集

町
は
、

4
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。希

望
者
は
、
履
歴
書
を

3
月
凶

日
ま
で
に
総
務
課
総
務
係
ま
で
提

出
願
い
ま
す
。

戸い

O
臨
時
事
務
員
凶
名
程
度

年
齢
凶
歳
以
上

※
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係

8
2
O
I
l
-

辻
知
子
さ
ん
が
人
権
擁
譲

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
を
受
け
、
児
童
・
生
徒
の

い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、
登

記
、
相
憐
関
係
、
身
近
な
法
律
問

題
や
人
権
問
題
等
の
心
配
こ
と
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの3 

-H
い

一言
ロ

き

3
月
M
日
(
水
)

午
前
印
時

1
午
後
3
時
ま
で

O
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

。
相
談
員
函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
諜
年
金
係
》

。
と屋

根
か
ら
落
ち
る
雪
や
氷

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

屋
根
の
つ
ら
ら
な
ど
は
、

1
日

の
気
温
が
上
昇
す
る
午
前
日
時
頃

か
ら
午
後
2
時
頃
に
か
け
て
最
も

落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者

や
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
は
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

①
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
な
ど
が
落

ち
や
す
く
な
っ
て
い
る
屋
根
の
軒

下
は
、
で
き
る
だ
け
通
行
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

ず
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

し②
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
屋
外
で
遊

ば
せ
る
場
合
に
は
、
お
子
さ
ん
が

軒
下
で
遊
ぶ
こ
と
が
絶
対
な
い
よ

う
に
、
保
護
者
の
方
は
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

• 

， 

• 
平
成
円
年
4
月
1
日
か
ら

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ

ま
す

*
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
雇
入
れ
後
2
年

6
力
月
を
越
え
る
と

1
年
毎
に

2

日
づ
っ
加
算
さ
れ
る
こ
と
。

ド
労
働
条
件
の
書
面
で
の
明
示
事

項
が
賃
金
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か

追
加
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
他
の
内

容
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
函
館
労
働
基
準
監

督
署
ま
で

8
0
1
3
8
I
MA
-
-
2
7
6
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項 日 立す 象 者 実施日 時 附j 対象地区 実施会場 Wi 考

一般住民関係

般相談 全住民 3月 1日(月) 10: 00-11: 45 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 旭(血日圧I相測談定・尿検査)、栄韮相詰

宣言柑絞 全住民 3月8日(月) 10: 00-11: 45 N " H 

般相談 全住民 3月15日(月) 10: 00-11: 45 H H H 

一般相談 全住民 3月29日(ij) 10 : 00-11 : 45 H N H 

無医地区巡回診療(耳品科)全住民 3月16日(火)
受付時附

H 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 八耳雲品総科合医病師院診察(有料)14: 20-14: 50 

無医地区巡回診療(限科) 全住民 3月25日(木)
受付時間

H H 八眼雲科総医合師病診察院(有料)14: 20-14 : 50 

乳幼児関係

l践6カ月兜健診 生後 1歳 7、8力月児 3月4日(木)
畳付時間

全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内
医憤査身体計間保健相詰医師

12: 40-13 : 00 it臨歯科相詰列車生布・栄華帽詰

股関節脱臼検診 生後4力月定 3月9日(火)
実施時間

" 
支八雲所保健所今金 股関節X線船影13: 00-14: 00 

乳児相説 生後3、6、9力月定 3月18日(木)
畳付時間

H 総保合健福セ祉ン施タ設内 昭康相誰 身体計湖北韮相詰9 : 00-9 : 15 

乳児他診 生徒-4，7， 10、12カ月児 3月18日(木)
受付時間

" " 
身体計測保世相談・医師事察

12: 40-13: 00 歯科相談 栄聾相談

すくすく子育てダイヤル 就る学保前諮者までの幼児のい 3月10日(水) 9:00-12:00 H 総(2合福2祉7施8設0) 電話による心配事相談

妊産婦関係

無(産医婦地人区科巡)回診療
産科、婦人科を受診希

3月 9日(火)
畳付時間

全地区 総保合健福祉施設内 健身康体調相定詰 臨医検師査診察歯(有科料)栄華
望の方 13: 0日-14:30 センター

出八師雲総よ合診病察院産婦人科
医にる

(保健福制政健J:ltづくり 国保係)

(12) 

今金よさ こい倶楽部
11-2・10

社会福祉協議会だより
踊り子大募集 出光の虫学園 豊寿園 社会福祉協議会への多額のご寄付、

第 8回全道大会札幌に向け
ご厚意ありがとうごさいました。

(敬材訓告)

6 月 12 日 ~6 月 1 3 日
《長野県》 《北槍山町》

τ仁と3 田 平日 男 御 詠 歌 同
新曲・衣装・新振付け・装いも新たに全道大 《札幌市》 《今金 町》

会めざして、 3月より練習が始まります。 Jj、 手本 静 枝 't 金 オ 卜 (開

今 年 の 大 会 は 、 全 国 よ り 333チームの参加が 高 松 r工 キ干 上 実

あ り 、 大会 期間 中は どこ を見 ても よさ こいー
岡 洋 主右 木 品申、

《大野町》
メ7合、 キす 規 子

色、パワー全問、 一 緒に踊って楽しみましょう。
酒 井 裕 子 ~ λ 金 日 石 {約

.そこで今金チームもより一層のパワーアップ 《八雲町)) 大 倉 行 雄

をするため踊り子を大募集しています。特に若 及 )I[ 留 =口と 原 紺 克 彦

者の参加をお待ちしております。 《江差町》 中 ヰサ 恭 子

-お問い合わせ
房 田 文 r工 琴 鈴 4z2コ，

《乙 部町》 佐 藤 佐
-クリキ 8 2- 0248 橋 金四郎 花石老人クラブ
-西田商庖 8 2- 0 0 2 3  《大成町》 米 世 幸

(今野まで) 大 野 敏 己 今金中学校文化祭実行委員会

• • 「隠
れ
肥
満
」
を
ご
存
じ
で
す

か
っ
体
重
が
標
準
で
あ
っ
て
も
体

脂
肪
の
割
合
が
多
い
肥
満
の
こ
と

で
す
。
一
見
太
っ
て
見
え
な
い
の

で
体
脂
肪
率
を
測
る
ま
で
肥
満
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
の

が
特
徴
で
す
。
若
い
女
性
や
中
年

男
女
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
女
性
の
場
合
は
間
違
っ

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
繰
り
返
し
が
、

中
年
層
の
場
合
は
筋
肉
の
表
え
と

基
礎
代
謝
量
の
低
下
が
主
な
原
因

で
す
。
中
年
層
で
は
、
例
え
は
、
若

い
こ
ろ
と
体
重
が
変
わ
ら
な
い
と

い
っ
て
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は
、
中
年
に
な
る
と
若

い
頃
よ
り
筋
肉
が
減
る
の
が
普
通

で
す
が
、
体
重
が
変
わ
ら
な
い
と

す
れ
ば
、
筋
肉
が
落
ち
た
分
、
体

脂
肪
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
基
礎
代

謝
量
が
低
下
し
日
常
の
運
動
量
も

少
な
く
な
り
が
ち
な
の
で
、
例
え

食
べ
過
ぎ
な
く
て
も
体
脂
肪
が
増

え
や
す
く
、
隠
れ
肥
満
に
な
り
や

す
い
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
、
隠
れ
肥
満
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
食
事
の
み
で
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
肥
満
の
原
因
に

「

『
食
べ
過
ぎ
』
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
他
に

『飲
み
過
ぎ
』
、
『
運
動
不

足
』
も
あ
り
ま
す
。
適
度
な
運
動

を
す
る
こ
と
で
筋
肉
を
落
と
さ

ず
、
体
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
隠
れ
肥
満
を
防
い
で
ダ

イ
エ
ッ
ト
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
食
事

だ
け
で
は
な
く
運
動
も
取
り
入
れ

る
こ
と
で
す
。

食
事
は
た
だ
量
を
減
ら
す
だ
け

で
は
な
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
食
べ
、
運
動
は
軽
い
運
動
を
毎

日
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

隠
れ
肥
満
も
含
め
、
肥
満
は
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
悪
化
さ

せ
た
り
、
腰
痛

・
膝
関
節
痛
等
さ

ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

食
事
や
運
動

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
、
と
し

べ
つ
の
保
健
婦
、
栄
養
士
ま
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
毎
週

月
曜
日
の
午
前
中
に

「
と
し
べ

つ
」
内
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
(
希
望
に

よ
っ
て
身
長
、
体
重
、
体
脂
肪
測

定
を
し
ま
す
。
)

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)
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前月対比

7，211人(ム 3)

3，472人(ム 4)

3， 739人( 1 ) 

2， 683世帯(ム 5) 

1月末現在

口

男

女

世帯数

07>，*，令

人

休日当番医
3月7日今 金 町立国保病院(今金)82-0221

14日道南ロイヤル病院(北槍山)84-5011
21日楢崎医院(瀬棚)87-3021

22日今 金 町立国保病院(今金)82-0221 
28日 道南ロイヤル病院(北檎山)84-5011

※診療時間

午前10時から

午後 l時から

正午まで

3時まで

誠)本田]

博見)南栄町

司)御影

規久志)中里

尚 之)商工団地

雅史)寒昇

英理)大和町

t::>lおたんじようおめでとう
みな

吉野 聖ちゃん 1月11日(保護者

阿部 新奈ちゃん 1月16日(保護者
かのん

牧野 花音hん 1月19日(保護者
さき

伊藤 沙季ちゃん l月21日(保護者
こう t，

蝶良 航汰ちゃん 1月26日(保護者

l布団いつみちゃん 1月27日(保護者
りょうた

江副 稜太ちゃん l月29日(保護者

団いつまでもおしあわせに

:!/イ 鷲野幸代さん(中 里)二荒木美智子さん(上種J1 [) 

圃おくやみもうしあげます

境田マツエさん 1月25日

河田 i青さん 1月30日

吉田日出男さん 2月8日

吉野 春芳さん 2月8日

河野 かなさん 2月 8日

加藤 イチさん 2月8日

小野 リ/さん 2月13日

松谷 保さん 2月14日

佐々木良雄さん 2月14日

(八束更正)

(神丘共和)

(寒昇)

(美利河)

(豊寿圏)

(南豊受)

(高美町)

(御影)

(南 IWf)

86歳

78歳

57歳

80歳

92歳

83歳

87歳

95歳

67歳

国民耳霊力、らお知らせ

平成11年4月からの国民年金保険料額は、

月額14，000円とすることとされていました

が、現行の13，300円のまま据え置く措置を

講ずる予定とされておりますのでお知らせ

します。

北部4町が合同で
動物人形づくり

カントリードール

ぐ

， 

2月17日受付分まで

2
月
凶
日
、
北
海
道
教
育
委
田

町
合
同
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
ド

l
t

ン
タ

l
で
開
か
れ
各
町
か
ら
主
回

し
て
人
形
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ι

カ
ン
ト
リ
ー
ド

I
ル
は
、
飾、

使
っ
た
優
し
い
動
物
人
形
を
作
一

町
内
在
住
の
鈴
木
京
子
さ
ん
が
一

れ
、
受
講
者
は
布
を
裁
断
、
縫
合

駆
け
つ
け
た
五
十
嵐
窓
子
さ
ん

ま
で
熱
心
に
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
ビ

た
。
今
回
の
事
業
は
生
涯
学
習
椎

化
を
推
進
す
る
た
め
に
、近
隣
町

l
ビ
ス
網
の
充
実
を
図
り
、
よ
η

機
会
を
共
有
し
学
習
活
動
を
支

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

仁

2月6日児童のおばあちゃんの協力を得て

八束小学校でそばづくりが行われました。

民
会
主
催
の
北
部
4

ル
講
座
」
が
町
民
セ

聞
な
ど
お
人
が
参
加

り
布
や
天
然
染
料
を

色
も
の
で
、
こ
の
目
、

講
師
と
な
っ
て
行
わ

な
ど
講
師
や
応
援
に

に
聞
き
な
が
ら
遅
く

ッ
卜
作
り
を
し
ま
し

一
進
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
広
域
的
学
習
サ

↑多
様
な
分
野
の
学
習

援
す
る
こ
と
を
願
い

d 
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